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■後期基本計画（素案）への追加修正等

No. 章 節 節名 ページ 記載箇所 追加修正等の内容 理由

1 1 1
文化・ス
ポーツの
振興

第1章-1
ページ

現状と課
題

…市民に広がりを見せている中、活動の場の提供や指導者等の育成とと
もに、本市の魅力や事業・施策を情報発信し、各種イベントの開催やキャン
プ地誘致等の取組みを通じて、地域の活性化や…

交流人口の拡大を図る重要なアイテムとして
の情報発信について、前期計画に記載されて
いた記述を復元する必要があるため

2 1 1
文化・ス
ポーツの
振興

第1章-2
ページ

各事業の
方向

（１）芸術文化活動の推進
　…市内の個人・団体を支援するとともに、文化的価値の高いイベントを開
催するなど、優れた芸術文化の鑑賞機会の充実や…

「優れた芸術文化価値の鑑賞機会」について、
具体的な手法を記載することで、事業の方向
性を明確に伝えることができるため

3 1 1
文化・ス
ポーツの
振興

第1章-2
ページ

各事業の
方向

（２）文化活動による国際交流
　…市民参加型の国際文化交流の推進に取り組むほか、平成29年にユネ
スコ「世界の記憶」に関連資料が登録された朝鮮通信使については異国情
緒あふれる行列再現等を実施します。

世界的な組織に選定されているキーワードを
追加することで、意義深い行事であることを、
効果的に伝えることができるため

4 1 5
都市全体
の価値・
魅力向上

第1章-
16ペー
ジ

各事業の
方向

１．都市ブランドの価値・魅力の向上　シティプロモーションの推進
（１）都市ブランドの価値・魅力の向上
　（本文修正なし）

２．シティプロモーションの推進
（２）戦略的な情報発信
　（本文修正なし）

表記を整えたもの

5 1 5
都市全体
の価値・
魅力向上

第1章-
16ペー
ジ

主要な事
業

事業概要
シティプロモーションの推進
・都市ブランド化　の価値・魅力の向上
・戦略的な情報発信

各事業の方向に合わせ、修正したもの

6 2 1
農林水産
業の振興

第2章3
～5ペー
ジ

各事業の
方向

１．生産流通基盤の整備
（１）農業生産基盤の整備　３段落目
　米、麦、大豆といった土地利用型作物の生産拡大に必要な機械等の導
入支援により農用地の有効活用を図り、効率的かつ安定的な農業経営を
実現できる経営体を育成します。

５．魅力ある農山漁村づくりの推進
（３）藻場・干潟の再生
　水産業の多面的機能を有する藻場・干潟の再生を図るため、漁業者等が
行う保全活動や海岸清掃等を指導・支援します。海の安心・安全ややすら
ぎ空間の提供など、海の有する多面的機能の維持・発揮に向けた藻場・干
潟の再生及び海岸清掃等に係る活動を支援します。

分かりやすい表記となるよう、具体例を記載す
るもの

別紙２ 
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No. 章 節 節名 ページ 記載箇所 追加修正等の内容 理由

7 2 2
商工業の
振興

第2章8
ページ

各事業の
方向

3．企業誘致
（１）誘致活動等の推進
　情報サービス業、インターネット付随サービス業、コールセンター業といっ
た都市型サービス産業のニーズに合ったオフィスビルの建設等を促進する
ことにより、市民のニーズが高い事務系職種の新規立地を図ります。

分かりやすい表記となるよう、具体的な事務系
業種を明記するもの

8 2 3
就業支援
策の強化

第2章11
ページ

現状と課
題

こうした中で、持続的な経済成長を実現するためには、女性や高齢者など
の中から働く意思を持つ人材の掘り起こしや、これまでの経験を活かせる
ような環境を整備するとともに、若者に対する地元就職への意識の醸成、
さらには、定年の引き上げや廃止等に伴う雇用環境の整備を促進すること
が不可欠です。

定年制の見直し等の現状を見据え、高齢に
なっても働くことのできる社会の形成や環境の
整備、気運の醸成の必要性が高まってきたた
め

9 3 1
子ども・
子育て支
援の充実

第3章-3
ページ

主要な事
業

事業：幼児期の教育・保育の総合的な提供
事業概要：質の高い幼児期の教育・保育の総合的な提供
・認定こども園の設置促進（事業主体は民間・市）
・幼稚園、保育園、認定こども園の長寿命化（事業主体は民間・市）
・保育士の確保（事業主体は民間・市）

表記を細分化し、整えたもの

10 3 1
子ども・
子育て支
援の充実

第3章-3
ページ

主要な事
業

事業：家庭への子ども・子育て支援
事業概要：児童虐待への対応
・関係機関の連携による児童虐待の未然防止、早期発見、子どもとその家
庭への支援の充実及び市の組織と機能の強化
・関係機関の連携による児童虐待の未然防止及び早期発見 （事業主体は
民間・県・市）
・子どもとその家庭への支援の充実 （事業主体は民間・県・市）
・市の組織と機能の強化 （事業主体は市）

表記を細分化し、整えたもの

11 3 4
社会全体
の教育力
の向上

第3章-
12ペー
ジ

各事業の
方向

３．学校・家庭・地域の連携
（２）「ふるさと下関協育ネット」等の活用により、子どもたちの安全・安心な
居場所づくりを行うために行いながら、地域全体で教育に取り組む体制を
構築し、地域が一体となって子どもたちを育む活動を促進します。
　また、地域で行われている個別の活動間の総合的な連携を図り、組織
的・安定的な活動の継続を目指します。

国の目指す「地域学校協働活動」について考
慮し、本市においては、地域における活動の総
合的な連携を図ることに注力する必要があると
判断し、追記したもの

12 5 6
港湾の振
興

第5章-
16ペー
ジ

各事業の
方向

２.（３）まちづくりと一体となったウォーターフロント開発
　岬之町地区やあるかぽーと地区から唐戸地区東港地区及び岬之町地区
は、

より分かりやすい表現となるよう修正したもの
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No. 章 節 節名 ページ 記載箇所 追加修正等の内容 理由

13 6 2
公衆衛生
の充実

第６章-
７ペー
ジ

各事業の
方向

１．暮らしに係る衛生の推進
（１）暮らしに係る衛生の推進
　温泉・旅館など生活衛生関係施設に対して、より効果的、計画的に監視
指導体制の充実・強化を図ります。
　食品衛生関係施設に対しては、ＨＡＣＣＰに沿った衛生管理手法の導入を
強力に推進する等、監視指導体制の充実・強化を図ります。
　飲食店やスーパーマーケット、食品製造施設、給食施設などに対して定
期的に立入検査等を行うことで食中毒の未然防止に努めます。
　保健所を有する中核市としての機能を果たすため、必要不可欠な専門性
の高い監視員や検査員の人材育成、人員確保を図り、精度維持のための
機器の整備等により危機管理体制を構築します。
　市民に対して、食品衛生や生活衛生などの暮らしの衛生に関することを
ホームページや市広報を使い、また低年齢層には、紙芝居等を利用した情
報提供と対話の機会を通じ、リスクコミュニケーションを推進することによ
り、食を中心としたリスクへの理解を広め、暮らしの衛生に関する安全・安
心を確保します。

目標指標（必要な物や場所は衛生的で安心し
て利用できると思う市民の割合）の達成状況を
踏まえ、飲食店などへの立入やリスクコミュニ
ケーションについて、より具体的に記載するとと
もに、HACCPに沿った衛生管理についても今
年度から講習会を開催するため、強力に推進
することを強調したもの

14 7 1
保健・医
療の充実

第７章-
ページ

現状と課
題

　市民が生涯を通じて健康を保持・増進できるように、日常的な健康づくり
への取り組みを推進するとともに、妊婦や乳幼児に対する健康管理や支援
を充実させ、安心して子どもを生み育てる環境づくりが求められています。
また、本市におけるがん検診の受診率は全国的にみて低い状況にあり、
受診を促進する仕組みを構築することが重要です。年々増加しているここ
ろの病について市民が正しく理解し、精神障害があっても地域で安心して
生活できる体制の整備精神疾患を有する方々を拒絶しない、社会復帰を
支える社会、さらには、難病患者の日常生活を支援し、地域で支えていく
ネットワークを構築することも求められています。これらに加え、関係機関と
の連携のもと自殺対策を引き続き推進していく必要があります。

「精神疾患を有する方を拒絶しない」という文言
を市民が受け入れやすい柔らかい表現に変更
したため。

15 7 1
保健・医
療の充実

第７章-
ページ

基本方向

○精神障害者に対する適切な医療の確保と社会復帰の促進を図るために
精神保健相談や訪問指導等精神保健福祉に関する事業をさらに充実させ
るとともに、「いのちのワクチン事業（自殺対策事業）」により、市民の精神
的な健康保持の増進や正しい知識の普及啓発に努めます。

文言の追加
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No. 章 節 節名 ページ 記載箇所 追加修正等の内容 理由

16 7 1
保健・医
療の充実

第７章-
ページ

各事業の
方向

（３）精神保健事業の推進
精神保健については、精神障害者の保健・医療等に関する相談、訪問指
導、家族教室等を実施し精神障害者の適切な医療の確保と社会復帰の促
進を支援します。また、「いのちのワクチン事業（自殺対策事業）」としてここ
ろ心の健康に関する研修会や精神障害者の保健・医療等に関する相談、
訪問指導、家族教室等を実施するとともに、サポーター養成研修会を開催
し、市民に対する正しい知識の普及啓発と市民のこころの健康の保持増進
を図り、社会復帰を目的とした相談指導に努めます。

現状と課題、基本方向の追加修正にあわせた
文言の整理

17 7 2
地域福祉
の充実

第7章-7
ページ

基本方向

○生活課題を自らの力で解決する「自助」、地域の支え合いによる「互
助」、医療・年金・介護保険など制度化された相互扶助である「共助」、行政
が「互助」を支援し、「公助」で提供するべき福祉サービスの充実を図りま
す。

より分かりやすい表記となるよう修正したもの
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